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◆令和６年度一般会計当初予算歳入の状況

◆令和６年度一般会計当初予算歳出の状況

歳出合計　31億9，005万円

依存財源 

国・県
支出金
9.9％

その他 3.5％

村債
8.6％

村税 3.9％

地方交付税
35.7％

繰入金 30.3% その他
8.1％

歳入合計　31億9,005万円

総務費・消防費
19.4％

民生費・衛生費
23.4％

土木費・災害復旧費
18.8％

教育費 4.9％

公債費
7.9％

議会費・諸支出金・予備費 2.3％

自主財源 

現
地
調
査

監
査
室
よ
り

委
員
会
調
査
報
告

一
般
質
問

農林水産業費・商工費
23.2％

歳入
依存財源

18億4,006万円

自主財源
13億4,999万円

歳出

地方交付税

国・県支出金

村　　　債

そ　の　他

村　　　税

繰　入　金

そ　の　他

11億3,900万円

3億1,676万円

2億7,298万円

1億1,132万円

1億2,468万円

9億6,714万円

2億5,817万円

31億9,005万円

一定の基準で計算された財源不足額に対して国から交付されるもの

決まった目的に使うたため、国や県から交付されるもの

道路や公共施設の建設などの事業を実施するときに借りるもの

色々な基準で国から交付されるもの

村民が収める税金

村の基金（貯金）から繰り入れるもの

制度や財産の活用で収入となるもの

総務費・消防費

民生費・衛生費

農林水産業費・商工費

土木費・災害復旧費

教　育　費

公　債　費

議会費・書支出金・予備費

6億2,021万円

7億4,748万円

7億4,153万円

5億9,807万円

1億5,754万円

2億5,068万円

7,454万円

31億9,005万円

移住定住、税の徴収、村民の安全・安心などのために使われるもの

村民の福祉の増進や健康増進のために使われるもの

農林水産業・商工業の推進に使われるもの

道路や公共施設の建設・修繕、災害の復旧に使われるもの

学校教育・社会教育・文化財保護などに使われるもの

村の借金の返済に使われるもの

議会運営やその他の支出に使われるもの 

合　　計

合　　計



　令和６年第１回定例会を３月１日から８日までの８日間開催。
　令和６年度一般会計及び特別会計の当初予算７件、令和５年度補正予算
８件（報告１件含む）、条例改正（発議案含む）８件、規則改正（発議案）１件、
工事請負変更契約１件を審議しすべてを原案のとおり可決した。
　一般質問は、村長に対し７名が行った。

◆令和６年度一般会計・特別会計予算

◆一般会計の主な事業
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建設予定地（旧ふたば園跡地）
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◆
後
期
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長谷児原線

温泉キャンプ場　水道施設 nico hapi　濵砂紀子小川石打谷線

河野建設宿舎 ＲＥＢＯRＮ春月堂

期日：令和６年３月６日（水）
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令和６年度

当初予算

令和５年度

補正予算

条例の改正等

計画の変更

議員発議

契約の変更

一般会計当初予算
国民健康保険事業会計予算
国民健康保険診療施設会計予算
介護保険事業勘定会計予算
後期高齢者医療事業予算
簡易水道事業会計予算
下水道事業会計予算
一般会計補正予算（第７号）　専決処分
一般会計補正予算（第８号）
国民健康保険事業会計補正予算（第５号）
国民健康保険診療施設会計補正予算（第５号）
介護保険事業勘定会計補正予算（第３号）
後期高齢者医療事業補正予算（第３号）
簡易水道事業補正予算（第５号）
下水道事業補正予算（第４号）
村営バス運行条例の全部改正
西米良村手数料徴収条例の一部改正
国民健康保険条例の一部改正
簡易水道事業及び下水道事業に地方公営企業法の財務規定等適用することに伴う関係条例の整備
村税の徴収等の特例に関する条例の廃止
議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正
西米良村過疎地域持続的発展計画の変更
村道村所２号線道路災害復旧工事の工事請負変更契約
議会基本条例の一部改正
議会会議規則の一部改正

全員賛成で可決した議案等議案の採決結果第１回定例会（R6/3/1～8）
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特別養護老人ホーム「天包荘」
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田
爪
　

朝
幸

　
　

〃　
　

上
米
良
重
光

　

５
月
の
連
休
明
け
に
は
「
五
月
病
」
と
い

う
言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
る
。

　

「
五
月
病
」、
こ
れ
は
正
式
な
病
名
で
は
な

く
、
４
月
に
進
学
や
就
職
で
今
ま
で
と
違
っ

た
環
境
の
中
で
生
活
し
、
連
休
明
け
に
気
力

が
低
下
す
る
と
い
う
も
の
。

　

昔
「
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
」
と
言
っ
て
い
た
こ

と
も
、
こ
れ
に
当
た
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

西
米
良
村
で
は
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
、

進
学
で
家
を
離
れ
て
の
生
活
が
始
ま
り
ま
す

が
、
高
度
経
済
成
長
期
（
昭
和
30
～
40
年
代
）

に
は
、
進
学
の
他
に
「
集
団
就
職
」
で
都
会

に
行
き
、
一
足
先
に
社
会
人
と
な
っ
て
働
き
、

日
本
の
発
展
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
た
だ
い

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

家
を
出
て
家
族
と
離
れ
て
の
生
活
は
、
不

安
や
寂
し
さ
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
が
、
誰

も
が
一
度
は
経
験
す
る
こ
と
。
し
か
し
、
こ

の
こ
と
も
時
が
経
つ
に
つ
れ
、
懐
か
し
い
思

い
出
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

西
米
良
村
を
巣
立
っ
て
い
っ
た
子
供
た
ち
、

ま
た
、
西
米
良
村
で
新
社
会
人
と
な
っ
て
働

き
始
め
た
方
々
、
早
く
新
し
い
環
境
に
慣
れ
、

自
分
の
持
つ
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
黒
木
敏
浩
）
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下
す
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と
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と
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い
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「「「「
五五五五
月
五
月
五
月月
病病病
」」」、
こ
、
こ
、
ここ
れれ
ははは
正
式
正
式
正
式式
な
病
な
病
な
病
名名名
で
名
ででで
は
な
は
な
は
な
は
な
は
なななな

　

５
月
の
連
休
明
け
に
は
「
五
月
病
」
と
い

う
言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
る
。

　

「
五
月
病
」、
こ
れ
は
正
式
な
病
名
で
は
な

く
、
４
月
に
進
学
や
就
職
で
今
ま
で
と
違
っ

た
環
境
の
中
で
生
活
し
、
連
休
明
け
に
気
力

が
低
下
す
る
と
い
う
も
の
。

　

昔
「
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
」
と
言
っ
て
い
た
こ

と
も
、
こ
れ
に
当
た
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

西
米
良
村
で
は
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
、

進
学
で
家
を
離
れ
て
の
生
活
が
始
ま
り
ま
す

が
、
高
度
経
済
成
長
期
（
昭
和
30
～
40
年
代
）

に
は
、
進
学
の
他
に
「
集
団
就
職
」
で
都
会

に
行
き
、
一
足
先
に
社
会
人
と
な
っ
て
働
き
、

日
本
の
発
展
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
た
だ
い

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

家
を
出
て
家
族
と
離
れ
て
の
生
活
は
、
不

安
や
寂
し
さ
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
が
、
誰

も
が
一
度
は
経
験
す
る
こ
と
。
し
か
し
、
こ

の
こ
と
も
時
が
経
つ
に
つ
れ
、
懐
か
し
い
思

い
出
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

西
米
良
村
を
巣
立
っ
て
い
っ
た
子
供
た
ち
、

ま
た
、
西
米
良
村
で
新
社
会
人
と
な
っ
て
働

き
始
め
た
方
々
、
早
く
新
し
い
環
境
に
慣
れ
、

自
分
の
持
つ
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
黒
木
敏
浩
）
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連
休
連
休
連連
休
明明
け
明
け
明
け
明
け
明
けけ
に
は
に
は
に
は
に
は
に
は
に
はは
「
五
「
五
「「
五五五五
月
病
月
病
月
病
月
病病
月
病
」」」
と
」
とと
いいいいい

５
月
の
連
休
明
け
に
は
「
五
月
病
」
と
い

ううううううう
言
う
言言言言言
葉
が
葉
が
葉
が
よ
く
よ
く
よ
くく
聞聞
か
聞
か
聞
か
れれ
るるるる
。。

う
言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
る
。

「「「「
五五五
月
五
月
病病病病

、
ここここ
れれ
はは
正正
式
正
式式式式
な
病
な
病病
名名
で
名
で
名
でで
は
な
は
な
は
な
は
ななな

「
五
月
病

、
こ
れ
は
正
式
な
病
名
で
は
な
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